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9月16日に開催した関東･中部ブロック会議育種分科会

林木育種センターで研究・保存している植物を
ご紹介いたします。

　森林バイオ研究センターでは、遺伝子組換えや

組織培養などのバイオテクノロジーを樹木へ応用

し、森林や林業にかかわる社会的な問題解決への

貢献を目指した研究開発を行っています。最近の

トピックを紹介します。

　まずは、遺伝子組換えによる無花粉スギについ

てです。無花粉スギの開発は優良個体の選抜によ

る従来の育種法でも進められていますが、遺伝子

組換え技術を用いると、いろいろな用途や地域で

求められる品種を、品種ごとの特性を変えずに無

花粉化できる利点があります。これまでに、精英

樹の交配で得られた種子をもとに、花粉の形成だ

けを阻害するように遺伝子を導入した組換えスギ

を作製し、実験施設内で栽培して花粉ができない

ことを確認しています。そのスギについて、昨年

11月、野外での特性を解明するための隔離ほ場で

の栽培試験の実施が文部科学省と環境省に承認さ

れました。今後、地元自治体、関係団体および周

辺住民への説明を経て、野外試験を行います。こ

れにより遺伝子組換え樹木の実用化への歩みが1歩

前進すると考えています。

　もう一つは、薬用系機能性樹木に関する研究で

す。漢方薬や医薬品製造の原料となる薬用植物は

大部分が中国などから輸入されており、原料の安

定確保の観点から自給率を高める必要があります。

そこで、薬用樹木の効率的な生産手法を開発する

取組を開始しました。国内に自生しているキハダ

やカギカズラ、絶滅危惧種であるワダツミノキを

対象として、薬用成分の含有率が高い優良個体の

選抜、組織培養等によるクローン増殖法の確立並

びに野外での栽培特性等の解明を計画しています。

その研究成果は、薬用樹木の栽培による経済効果

から中山間地域の活性化へもつながることが期待

できます。

　また、これまで継続してきたスギやクロマツの

遺伝子情報の収集と併せて、遺伝子組換えに対す

る規制の対象外となる可能性のある新育種技術の

導入を図ります。

　このように林木育種へのバイオテクノロジーの

適用は着実に進んでおり、今後も成果を実用化に

結びつけることを念頭に置いて、精力的かつ慎重

に研究開発を推進していきます。

林木育種センターの植物紹介

クロビイタヤ
学名:Acer miyabei

　クロビイタヤは、北海道の西南部と本州の

東北地方北部および中部地方の内陸部に分布

するカエデ科（最新の分類体系ではムクロジ

科）の高木です。波打つような粗い切れ込み

の入った葉が特徴的で、メープルシロップの

原料になるサトウカエデに似ています。

　日本は面積の割にカエデの仲間の種多様性

が高い地域で、二十数種の自生が知られてい

ますが、クロビイタヤはその中でも比較的珍

しい部類といえるでしょう。環境省のレッド

リストでは絶滅危惧Ⅱ類（VU）の指定を受

けている他、5つの県のレッドリストに名前

が挙がっています。まとまった数の成木を観

察できる場所は少なく、開発の影響を受けや

すい渓畔林・河畔林を好むこともあって、将

来の衰退が心配されています。こうした現状

を鑑みて、林木育種センターでは本種の生息

域外保存に取り組んでいます。

　9月～10月に、林野庁、林木育種センター、都道府県等の連携
による林木育種の推進を目的として、北海道、東北、関東・中
部、近畿・中国・四国、九州の全国5ブロックにおいて、林野庁・
森林総合研究所共催の林業研究・技術開発推進ブロック会議
育種分科会を開催しました。
　近畿・中国・四国、九州ブロックでは特定母樹への関心が高
く、原種配布の要望が多く出されました。
　北海道、東北、関東・中部ブロックではカラマツの造林地が
伐期を迎え、需要も高いことから、苗木の増産が求められてい
ます。
　また、この会議と併せて各ブロックで高速育種運営会議を
開催しました。

　10月25日（土曜日）、一般公開「第19回親林の
集い」を開催しました。 
　林木育種への理解を深めていただくととも
に、地域との交流を図るために行っている行事
で、 今年は天候にも恵まれ、約1,100人の方々に
ご来場いただきました。
　育種センターの研究を紹介する展示や案内ツ
アー、工作、クイズ、迷路などのほか、地域の皆様
のご協力により鼓笛隊、和太鼓、吹奏楽の演奏も
行われ、楽しい秋の一日となりました。

林業研究・技術開発推進ブロック会議育種分科会と
高速育種運営会議を開催

一般公開「親林の集い」を開催
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表紙タイトル写真は、平成１９～２３年に行った

遺伝子組換えポプラの隔離ほ場での栽培試験




